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平成２８年度　看護福祉学研究科修士論文（看護学専攻：看護学課題研究）
学生番号 氏　　　名 研　　究　　課　　題 指導教授

15E002 安藤　香織 新卒看護師が病院で 1 年間働き続けられた理由 今野講師

15E003 伊藤　由美 乳房再建術を受けた乳がん患者の心理・社会的側面の変化 平教授

15E004 岩山　陽子 実地指導者を経験したスタッフ看護師による実地指導者と新人看護師への支援 花岡教授

15E008 佐々木由子 前立腺がん治療によって生じる排泄・性機能障害に伴う精神的負担感に関連す
る要因 佐々木教授

15E009 七戸　翔吾 通所系サービスを利用している認知障害高齢者のサルコペニアの実態 山田教授

15E010 嶋田あゆみ NICUにおいて直接授乳を支援する看護職の知識・ケアの実践および課題 三国教授

15E015 和平　麻実 療養病床に入院している高齢者の耳垢蓄積と咀嚼・下顎運動を含めた関連要因 山田教授

14E002 伊藤　聖美 胸部食道がん根治術を受けた患者への看護師による食の支援　－経口摂取開始
から退院までに焦点をおいて－ 平教授

14E012 中川真奈美 介護老人保健施設に入所する認知症高齢者への終末期ケアにおけるチームアプ
ローチの効果 山田教授

13E012 村田亜紀子 高年初産婦が妊娠中から産後にかけて心身の健康を保つ体験 三国教授

平成２８年度　看護福祉学研究科修士論文（看護学専攻：臨床看護学課題研究）
学生番号 氏　　　名 研　　究　　課　　題 指導教授

15E012 野島　弘基 閉塞性動脈硬化症患者の生きる力としての一般的自己効力感に関連する要因の
検討 野川教授

14E011 田中　千夏 精神看護専門看護師が自らの役割を獲得するまでのプロセス 八木准教授

14E015 法月　章子 ２ 型糖尿病と診断されて間もない患者の自己管理行動とその関連要因　－食事
療法・運動療法に焦点をあてて－ 野川教授

14E016 増田　陽介 生活習慣病患者のヘルスリテラシーと健康習慣，健康管理能力，健康関連ＱＯ
Ｌとの関連 野川教授

14E017 三國　陽子 回復期病棟におけるコメディカルの手指衛生アドヒアランスの現状と課題 塚本教授

14E018 山本　典孝 成人学習理論を用いたニードルレスコネクタの管理に関する教育プログラムの
検討　カテーテル関連血流感染予防の視点から 塚本教授

平成２８年度　看護福祉学研究科修士論文（臨床福祉学専攻）
学生番号 氏　　　名 研　　究　　課　　題 指導教授

15U001 佐藤　志帆 がん患者のギアチェンジ期における医療ソーシャルワーカーの関係調整機能の
あり方に関する研究 志水教授

15U002 高橋　真紀 介護保険施設で働く新人介護職員の介護実践の取り組みと課題 大友教授

15U003 平野　啓介 発達障害当事者が抱える就労困難要因 ―当事者の語りから見えるもの― 大友教授

15U004 本間　有賀 医療ソーシャルワーカーの役割を果たす上での葛藤 大友教授

14U002 片山　寛信 退所者が求める児童養護施設におけるアフターケアの現状と課題 鈴木教授
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